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自己紹介： 荻野 武
日立製作所 中央研究所：電子回路研究、半導体・撮像素子研究

工場：製品開発・設計

：商品企画

米国：製品事業責任者
各種新事業立ち上げ等

事業部：ＳＥ、事業企画等

本社：新興国の都市開発

：脳科学等の新事業立ち上げ

：全社新事業インキュベーション

キユーピー 未来技術、次世代技術担当（２０１６年４月～）

特技 特になし、特に料理とスポーツは苦手

MBA/MOT 日本イノベーション融合学会専務理事



荻野がいた日立ＴＯＰ技術の工場も１０年前閉鎖

当時、日立の中で最大規模の工場（３～４０００億／年）
１９９０年代までは、

ＪＡＰＡＮ ＡＳ Ｎｏ．１と呼ばれていた
世界最先端のモデル工場
連日世界中から見学者

誰もが永遠に発展・拡大すると考えていた。

大丈夫と安住していたら
中国、韓国の追い上げで売り上げ激減

１０年前、工場閉鎖
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１．どんな企業も安住して変革
できなければ倒産する。

２．同業他社が敵では無く、
敵は、エマージングな
多国籍企業。

日立製作所での若かりしときの学び











• メンテ時、故障時、それぞれのシステムに対応でき
るＳＩｅｒが多忙でつかまらない。

• ロボットごとに制御プロトコルが異なり、現場エンジ
ニアへの負担となっている。

• 使いたいアプリ（ビジョン等）が他社製だと使えない
• 規模の経済が働かないため、ロボット本体、アプリ
ケーション、ＳＩ、保守費用が高価になる。

• 更に中小食品メーカー等エンジニアがいない企業
ではロボット導入が進まない。

現場の困りごと（現状）

共通プラットフォーム化が要



経営課題

食品メーカー：大きな設備投資の負のキャッシュフロー

設備費低減が経営課題
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事例：ＡＩ⾷品原料検査装置開発（２０１８年８⽉稼働）



世界初、世界⼀のＡＩ原料検査装置の自社現場で開発

‘18/8 鳥栖工場 ‘19/2 デリア食品

１．世界一の低価格： 欧州メーカーの１／１０
２．世界一高性能： 世界一の検出精度１００％
３．世界一シンプル＆コンパクト： 技術者不要、誰でも簡単操作

’19/5富士吉田

・サラダクラブ、キユーピータマゴと導入検討
・⾷品・原料メーカー８０社以上の引合い

・食品業界に
安全・安心を提供

志： 「原料・食の安全・安心をキユーピーから世界へ」



１．６月１０日：日経コンピューター
IT Japan Award 2019 「準グランプリ」受賞

２．１０月１０日：日経クロステック
ディープラーニングビジネス活用アワード大賞受賞

３．１０月２４日：キユーピー社長特別賞表彰

内外からの高い評価
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社内だけでなく
世界一の性能を世界一安く

必要とする方々へ

キユーピーは装置販売での利益は追求しません
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各社の志を提供し合えば、国全体の固定費が下がり国⼒強化

社内だけでなく
世界一の性能を世界一安く

必要とする方々へ

「志」：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇へ
〇〇△△ＸＸ装置

志を持つ企業が創ったソリューションを他社にも提供



２０１９年１１月１２日
日本経済新聞

経産省タスクフォース
－ＡＬＬ ＪＡＰＡＮで
・日本の労働力不足解消

－業界共通課題の明確化



現場力 ｘ ＡＩ・ロボット ｘ パートナーで、

１．ブランド差別化の領域は、
思いっきり戦い合う！

２．協調領域（業界共通課題）は、競合も含め、
皆で助け合う！

最後に 国⼒強化のために！

一社 他社 全社 日本


